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『
陶
遊
』
復
刊
１
周
年
記
念
「
１
０
０
０
円
で
薪
窯
焼
成
」
の
企
画

が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
昨
夏
の
頃
だ
っ
た
。
増
穂
登
り
窯
の
太
田

代
表
か
ら
低
迷
す
る
陶
芸
を
業
界
全
体
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
メ

デ
ィ
ア
か
ら
は
読
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
す
す
め
ら
れ
、
今
回
の

薪
窯
焼
成
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
の
呼
び
か
け
は
、
昨
年
10
月
23
日
に
発
売
さ
れ
た
『
陶

遊
１
３
９
号
』
か
ら
約
半
年
か
け
て
３
号
分
に
掲
載
し
、
今
年
３

月
16
日
に
申
し
込
み
を
締
め
切
っ
た
。
募
集
点
数
は
２
５
０
個
ま

で
と
し
た
も
の
の
、
集
ま
っ
た
点
数
は
予
定
よ
り
少
な
い
１
０
０

個
前
後
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
後
日
、
太
田
代
表
か
ら
思
い
が
け

な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
情
報
が
飛
び
込
ん
だ
。

　
今
回
の
薪
窯
焼
成
に
は
、『
陶
遊
』
の
参
加
者
以
外
に
、
人
間
国

宝
・
故
三
浦
小
平
氏
の
未
完
の
遺
作
、
壺
２
点
と
水
指
２
点
の
計

４
点
を
同
時
焼
成
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
太
田
代
表
の
話
で
は
、「
８
年
間
、
未
完
の
ま
ま
自
宅
に
眠
っ
て

い
た
作
品
で
、
三
浦
先
生
の
奥
様
か
ら
直
々
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、

増
穂
で
焼
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
す
」
と
い
う
も
の
。

そ
の
他
、
今
年
７
月
８
日
に
富
士
川
町
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
道

の
駅
」
に
展
示
す
る
地
元
企
業
の
名
が
彫
ら
れ
た
陶
板
と
、
増
穂

登
り
窯
会
員
た
ち
の
作
品
１
８
０
点
も
同
時
に
焼
か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

「
三
浦
先
生
の
作
品
と
一
緒
に
焼
か
れ
る
こ
と
な
ん
て
一
生
な
い
こ

と
。
私
も
緊
張
し
ま
す
が
、
こ
の
窯
で
一
緒
に
焼
か
れ
る
皆
さ
ん

の
作
品
が
、
思
い
出
深
い
作
品
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
」
と
太
田
代
表
は
話
し
た
。

　
そ
し
て
、
４
月
下
旬
。
増
穂
登
り
窯
は
満
開
の
桜
の
下
で
、『
陶

遊
』
復
刊
１
周
年
記
念
「
１
０
０
０
円
で
薪
窯
焼
成
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
人
間
国
宝
・
故
三
浦
小
平
二
の
遺
作
と
と
も
に
。

7. 窯出し後は皆ん
なで桜鍋を囲む。
8. 窯出しの参加者
たち。皆さんお疲
れ様でした。

詳
報
！ 

増
穂
登
り
窯
で
見
た
薪
窯
焼
成
の
感
動
リ
ポ
ー
ト

『
陶
遊
』
復
刊
１
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

１
０
０
０
円
で

薪
窯
焼
成

亀井桂子　彩色座り雛　16×40×20㎝　2013年　

去
る
４
月
19
日
か
ら
４
月
29
日
ま
で
山
梨
県
「
増
穂
登
り
窯
」
に
て
、『
陶
遊
』
復
刊
１
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
１
０
０
０

円
で
薪
窯
焼
成
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
備
前
や
信
楽
、
唐
津
、
越
前
、
南
蛮
な
ど
の
耐
火
度
の
異
な
る
土
を
同
時
に
一
つ
の
窯
で

焼
い
た
今
回
の
企
画
。
使
用
し
た
の
は
「
地
下
式
穴
窯
」。
窯
詰
め
か
ら
窯
出
し
ま
で
の
一
端
と
、
同
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
方

た
ち
の
焼
成
作
品
を
紹
介
す
る
。

増穂登り窯からの眺望。南アルプスのパノラマと満開の桃の花が出迎えてくれた。

１. 増穂登り窯のロッジ。２. ４月中旬、若葉が芽吹
く萌黄色と山桜の薄桃色で染まる櫛形山。３. 窯出
し後、ロッジ前で花見酒。4. ねらし焚き。この温度
で２時間還元でキープする。５. 食器など小品の窯
出しはサンテナにまとめて出す。６. 今回の『陶遊』
薪窯焼成イベントの参加者たちの作品。

［
特
集
］
や
っ
ぱ
り
薪
窯
！
　

1

2

3

456

7

7 8

〈薪窯焼成 スケジュール〉

■搬入締切：4/8（火）必着
■窯詰め　：4/19（土）10 時〜
■窯焚き　：4/19（土）〜４/23（水）
　　　　　  ※5 日間焚きます。
　　　開始：4/19（土）20 時〜
　　　終了：4/23（水）夕方予定
■徐冷時間：4/24（木）〜 4/28（月）
　　　　　　※ ５日間冷まします。
■窯出し　：4/29（火・祝）10 時〜
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Ｂ

Ｃ
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目立て（道具土）は、高台のやや内側に３
点で立つように付ける。

増穂登り窯の北側斜面にある
「地下式穴窯」。登り窯よりも
ゆっくり温度が下がる。近く
には川が流れる関係で、湿度
が高く、火色が現れやすい。

窯詰め時に敷いた座布団がびっしょ
り。２月に降った豪雪のせいで、窯
内全体にかなり湿気が残っていた。

　
今
回
の
薪
窯
焼
成
イ
ベ
ン
ト
で
使
わ

れ
る
窯
は
「
地
下
式
穴
窯
」。
８
基
あ
る

増
穂
登
り
窯
の
中
で
比
較
的
ク
セ
の
少

な
い
安
定
し
た
窯
だ
。
容
積
は
約
２
・

８
３
５
㎥
。
茶
碗
で
い
う
と
約
５
０
０

個
分
が
入
る
。
こ
の
地
下
式
穴
窯
で
焼

く
こ
と
に
し
た
理
由
を
太
田
代
表
は
こ

う
述
べ
た
。

「
今
回
の
焼
成
の
主
役
は
『
陶
遊
』
の
薪

窯
焼
成
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
方
々
の

応
募
作
品
で
あ
る
抹
茶
茶
碗
や
ぐ
い
呑
、

湯
呑
で
す
。
薪
窯
焼
成
が
初
体
験
の
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
を
考
え
る

と
、
安
定
し
た
こ
の
地
下
式
穴
窯
が
適

し
て
い
る
と
判
断
し
ま
し
た
」

　
今
回
の
薪
窯
焼
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
通
り
。
た
だ
し
、

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
窯
詰
め
さ

れ
る
作
品
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。

　
火
入
れ
は
４
月
19
日
の
夕
方
ス
タ
ー

ト
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
15
日
頃
か

ら
窯
詰
め
の
準
備
は
始
め
た
。

　
こ
の
地
下
式
穴
窯
は
、
焚
き
口
か
ら

最
奥
ま
で
約
３
ｍ
50
㎝
。
入
口
は
焚
き

口
の
一
箇
所
だ
け
な
の
で
、
正
面
か
ら

作
品
を
入
れ
て
い
く
の
に
か
な
り
手
間

取
る
。

故
三
浦
小
平
二
氏
の
壺
（
右
）
と

水
指
（
左
）。
レ
リ
ー
フ
が
剥
が
れ

な
い
よ
う
、
霧
吹
き
で
透
明
釉
を

吹
き
付
け
た
。

窯に温度計を設置。
左／窯奥。右／窯前。
　

　
温
度
計
は
、
窯
の
中
央
と
奥
の
二
箇

所
に
設
置
し
た
。
焼
成
中
の
温
度
差
は

50
〜
１
０
０
℃
で
、
こ
の
差
は
陶
土
の

種
類
と
炎
の
流
れ
、
棚
板
の
組
み
方
、

棚
板
の
使
用
枚
数
で
決
定
す
る
。
ち
な

み
に
今
回
は
棚
板
84
枚
を
使
用
し
た
。

　
作
品
の
素
地
土
や
釉
薬
の
種
類
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
こ
で
窯
詰
め
す
る
位

置
を
決
め
る
。

　
次
は
、
い
よ
い
よ
窯
詰
め
だ
。
ま
ず

は
最
奥
か
ら
詰
め
て
い
く
。
最
奥
は
窯

内
で
最
も
温
度
が
低
い
場
所
。
そ
の
た

め
耐
火
度
の
低
い
土
が
適
し
て
い
る
。

「
三
浦
先
生
の
作
品
は
使
用
さ
れ
た
土
の

詳
細
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
安
全
性
を

重
視
し
て
、
こ
の
位
置
に
窯
詰
め
し
ま

し
た
」

　
次
は
備
前
の
田
土
、
唐
津
な
ど
の
赤

土
が
中
心
の
作
品
で
、
中
間
に
は
信
楽

の
赤
土
や
志
野
な
ど
の
施
釉
も
の
の
食

器
類
を
窯
詰
め
し
た
。

　
続
い
て
、
中
央
か
ら
火
前
部
分
に
は
、

今
回
の
『
陶
遊
』
薪
窯
焼
成
イ
ベ
ン
ト

作品を１点ずつチェックする太田代
表。土の種類をチェックし、窯詰め
位置を決定する。

名前入りの陶板に透明釉を吹き付ける。

７/8 富士川町にオープンする「道の駅」
に展示される予定。

サンテナに移し替えられた『陶遊』薪
窯焼成イベント参加者たちの作品。こ
れからいよいよ窯詰め。

焼成前の窯内の様子。最
奥のAには故三浦小平二
氏の壺と水指を配置。

増
穂
登
り
窯
の
地
下
式
穴
窯 

俯
瞰
図

窯
詰
め
時
は
、
素
地
土
や
釉
薬
の
種
類
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

の
参
加
者
た
ち
の
作
品
を
詰
め
た
。
素

地
は
基
本
的
に
す
べ
て
素
焼
き
し
た
も

の
で
、
備
前
の
山
土
や
越
前
土
、
近
江

土
、
古
陶
土
、
穴
窯
用
火
色
土
、
唐
津
土
、

信
楽
赤
土
な
ど
、
薪
窯
に
適
し
た
陶
土

が
多
か
っ
た
が
、
一
部
南
蛮
土
な
ど
の

耐
火
度
の
低
い
土
や
生
素
地
も
あ
っ
た
。

そ
う
い
っ
た
土
は
火
前
の
棚
板
で
も
、

作
品
の
後
ろ
に
窯
詰
め
し
た
。
施
釉
作

品
は
藁
灰
釉
、
黄
瀬
戸
釉
、
志
野
釉
、

松
灰
釉
な
ど
が
多
か
っ
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
作
品
が
火
前
の
棚
板
で
も
良
い
と

判
断
し
、
そ
こ
に
並
べ
た
。

　
棚
板
は
薪
の
投
入
ス
ペ
ー
ス
を
中
心

に
、
左
右
各
３
枚
と
正
面
の
１
枚
、
合

計
７
枚
分
が
火
前
と
な
る
計
算
で
準
備

し
、
約
１
０
０
点
の
抹
茶
茶
碗
や
ぐ
い

呑
、湯
呑
を
窯
詰
め
し
た
。
正
面
決
定
後
、

ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
高
台
の
裏
に
道
具

土
３
点
で
留
め
る
「
目
立
て
」
を
施
し
、

棚
板
上
に
セ
ッ
ト
し
た
。
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上／お供えには富士川町の地酒「舂
米」を。限定2000本の貴重な地酒。
右上、右／氷室神社の参道に位置す
る増穂登り窯。窯詰め後、神様にお
酒と米と季節がら山菜を添えてお供
えする。

　
４
月
19
日
、
夕
方
か
ら
い
よ
い
よ
火

入
れ
、
焼
成
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
だ
が
、

今
年
２
月
半
ば
に
降
っ
た
豪
雪
（
積
雪

量
１
ｍ
50
㎝
）
の
せ
い
で
穴
窯
に
は
湿

気
が
た
っ
ぷ
り
。
正
面
を
全
開
し
た
ま

ま
約
30
時
間
、
２
０
０
〜
３
０
０
℃
で

水
分
を
飛
ば
す
作
業
に
苦
労
し
た
。
　

　
33
時
間
で
４
５
０
℃
以
上
に
到
達
し

た
の
で
、
こ
こ
で
正
面
を
閉
め
、
焚
き

口
を
作
っ
た
。
薪
も
水
分
を
含
ん
で
い

た
が
、
こ
こ
で
窯
内
の
水
分
を
断
た
な

い
と
灰
の
小
さ
な
粒
が
完
全
に
溶
け
な

い
ま
ま
作
品
の
上
に
付
着
す
る
「
メ
ロ

ン
肌
」
に
な
っ
て
し
て
し
ま
う
た
め
、

そ
の
後
３
時
間
で
１
０
０
℃
ず
つ
昇
温
、

還
元
炎
で
ゆ
っ
く
り
上
昇
さ
せ
た
。

　
58
時
間
で
１
１
８
０
℃
と
な
る

が
、
中
央
と
奥
の
温
度
計
の
差
が

約
１
０
０
℃
。
80
時
間
で
中
央
が

１
２
２
０
〜
１
２
４
０
℃
、
奥
が

１
１
４
０
〜
１
１
６
０
℃
。
10
時
間

キ
ー
プ
後
、
93
時
間
目
で
中
央
が

１
０
８
０
℃
、
奥
が
１
０
７
０
℃
で
還

元
炎
の
ま
ま
終
了
し
た
。

　
４
月
23
日
12
時
、
最
終
色
見
本
チ
ェ
ッ

ク
。
13
時
窯
焚
き
終
了
。
最
後
の
10
時

間
キ
ー
プ
が
、
作
品
の
肌
合
い
を
し
っ

と
り
と
し
た
マ
ッ
ト
調
に
焼
き
上
げ
る
。

　
今
回
の
薪
窯
焼
成
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

者
の
作
品
、
と
く
に
抹
茶
茶
碗
に
は
、

光
沢
面
と
マ
ッ
ト
調
が
共
存
し
た
肌
合

い
の
作
品
が
あ
る
。
じ
つ
は
、
そ
の
肌

合
い
を
求
め
て
、
意
図
的
に
狙
っ
て
そ火入れ。最初は新聞紙を使う。

全開にして窯中の水分を蒸発させる。窯

内をチェックし、作品が倒れているとこ

ろは直す。ただしタイミングが重要。

の
よ
う
な
焼
き
方
を
し
て
み
た
の
だ
。

こ
れ
は
上
述
に
あ
る
還
元
炎
の
ま
ま
終

了
後
、
還
元
炎
か
ら
中
性
炎
の
間
を
５

〜
10
時
間
か
け
て
引
っ
張
り
な
が
ら
徐

冷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
る
現
象
で

あ
る
。

　
４
月
29
日
10
時
、
い
よ
い
よ
窯
出
し

開
始
。
広
場
に
は
、
窯
出
し
前
に
作
品

を
並
べ
る
た
め
の
板
が
敷
か
れ
る
。
板

上
に
は
、
窯
内
の
作
品
の
配
置
と
ま
っ

た
く
同
様
に
配
さ
れ
る
。
こ
れ
は
窯
出

し
が
完
全
に
終
了
し
た
後
で
、
窯
内
の

ど
の
位
置
に
置
い
た
も
の
が
ど
ん
な
焼

窯の温度計。左が窯前1210℃。右が
窯奥1142℃。

今回の焼成で使用した薪は、全部で小
割5600本、切端700kg。

1. 火入れから４日めの朝。2. 正面から色
見本を取り出す。3. 色見本。左が火前。
右が火後。　4. ４日目の昼。窯の右側は

『陶遊』薪窯焼成イベント参加者たちの作
品が並ぶ。5. 正面焚き口から見た窯内の
様子（4月29日にて）。6. 窯の最奥に窯詰
めた故三浦小平二氏の壺と水指。

光
沢
面
と
マ
ッ
ト
調
が
共
存
す
る
器
　

き
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
か
の
確
認
が

容
易
に
な
り
、
反
省
会
の
参
考
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
窯
で
あ
っ
て
も
一

回
の
窯
焚
き
ご
と
に
微
妙
に
異
な
る
と

い
わ
れ
る
薪
窯
と
は
い
え
、
今
後
の
地

下
式
窯
焼
成
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
と
る

た
め
で
あ
る
。

　
窯
内
の
棚
板
配
置
図
Ａ
Ｂ
Ｃ
…
の
順

薪
窯
焼
成
作
品
を

　
使
え
る
よ
う
に
す
る
ま
で
　

に
慎
重
に
窯
出
し
が
始
ま
る
。
焼
成
に

参
加
し
た
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
窯
内

を
覗
き
込
み
、
自
ら
の
作
品
が
現
わ
れ

る
と
そ
の
焼
き
上
が
り
具
合
に
一
喜
一

憂
す
る
。

　
大
小
あ
わ
せ
て
３
５
０
点
を
越
す
作

品
の
な
か
で
割
れ
た
作
品
は
な
か
っ
た

の
だ
か
ら
、
今
回
の
窯
焚
き
は
大
成
功

だ
っ
た
と
い
え
る
。

1

2 3

4

5

6

　
薪
窯
焼
成
し
た
作
品
は
、
窯
出
し
後

に
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
赤
松
な
ど
の
灰
が
作
品
の

表
面
に
残
る
の
で
、
窯
出
し
後
は
い
っ

た
ん
水
洗
い
し
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
や

リ
ュ
ー
タ
ー
で
荒
削
り
し
、
砥
石
と
耐

水
性
ペ
ー
パ
ー
（
４
０
０
〜
８
０
０
メ
ッ

シ
ュ
）
で
ザ
ラ
つ
い
た
面
を
こ
す
り
な

が
ら
仕
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、

こ
す
り
過
ぎ
る
と
灰
が
落
ち
て
色
も
薄

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

注
意
し
な
が
ら
自
分
好
み
の
肌
合
い
に

仕
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
薪
窯

作
品
は
窯
出
し
後
か
ら
数
ヶ
月
後
、
１

年
後
と
徐
々
に
肌
の
色
が
落
ち
着
い
て

濃
い
火
色
に
変
化
し
て
く
る
不
思
議
さ

が
あ
る
。
食
器
類
が
変
化
す
る
の
は
当

然
だ
が
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
装
飾
品
ま

で
変
化
す
る
の
で
、
参
加
者
の
方
々
は

こ
の
点
も
留
意
し
て
実
感
し
て
ほ
し
い
。

目
立
て
（
道
具
土
）
が
高
台
に
付
着

AfterAfter

Before
灰
が
熔
け
き
ら
ず
に
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

Before
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今
回
の
焼
き
上
が
り
と
参
加
者
た
ち

の
作
品
に
つ
い
て
、
太
田
代
表
に
品
評

を
兼
ね
て
お
話
を
伺
っ
た
。

太
田
　
参
加
作
品
で
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
の
が
茶
碗
で
し
た
が
、
気
に
な
っ
た

の
が
重
さ
で
す
。
茶
碗
の
適
し
た
重
さ

は
４
０
０
�
前
後
く
ら
い
で
す
が
、
重

い
も
の
は
７
０
０
〜
８
０
０
�
も
あ
り
、

ま
た
厚
み
も
あ
り
ま
し
た
。
次
回
作
る

時
は
、
玉
造
り
で
１
個
の
粘
土
の
重
さ

を
決
め
て
作
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
白
化
粧
や
釉
薬
も
の
が
数
点
あ
り

ま
し
た
が
、
全
体
的
に
薄
く
感
じ
ま
し

た
。
薪
窯
焼
成
の
時
は
、
通
常
の
厚
さ

で
は
剥
が
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
や
や
厚
掛
け
に
す
る
と
ち
ょ
う
ど

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も

気
に
な
っ
た
の
が
土
の
選
択
で
す
。
備

前
や
唐
津
、
越
前
と
焼
締
に
合
う
土
を

皆
さ
ん
選
択
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

窯詰めの位置に倣って並べる。手前が火
前、最後列が火後。

薪窯で大変なのが焼成後の棚板の掃除。天然灰が垂れるなど
して表面が汚れるため、使用後はヘラやグラインダーで削り
取り（写真左）、表面をきれいに掃除する。その後アルミナコー
ティ剤を塗って（写真右）、作品が付かないようメンテナンス
しておく。アルミナコーティング剤は水で３倍くらいに薄め
てサラサラな状態にしてから、刷毛で薄く塗り伸ばす。

井上孝之　50歳　（京都府）

ぐい呑 口径6×高さ7cm　使用土：赤土、萩土 
［感想］ぐい呑2個を申し込みました。思った以上の焼き上がりに
満足しています。

小林一雄　69歳（埼玉県）

抹茶茶碗　口径12.5×高さ8.5cm（古信楽土）
［感想］抹茶茶碗２個、焼成参加しました。焼き上がりはなかなか
本に載っているような景色にはなっていませんでしたが、出来栄
えはまずまずでした。今回のようなイベントがあると作陶意欲が
湧きます。次回もイベントがありましたら、参加します。

早川綾香　31歳（埼玉県）

抹茶茶碗　口径15×高さ15cm（軽量石はぜ土）
［感想］初めての薪窯体験でした。焼き上がりの素晴らしさに感動
しました。今回は残念ながら窯詰め、窯出しに参加できませんでし
たが、また機会がありましたら火で焼かれる様子を体験させていた
だきたいと思います。

柴崎孝雄　71歳（千葉県）

抹茶茶碗　口径15×高さ15cm（穴窯用灰かぶり土）
［感想］申し込みは抹茶茶碗３個。いずれも火色の付かない白い部
分（土肌のまま）とビードロもなかったのが少し不満です。窯詰
めが不参加だったので、位置を決められず止む得ないですが、見
込みなど３点とも力強く炎の勢いを感じさせるもので満足感はあ
ります。予告にあったように「秋の塩釉焼成」ぜひ実現してくだ
さい。今から準備しておきます。次回は６個までお願いします。

薪窯焼成イベント参加者　焼成作品

横溝智子　56歳（埼玉県）

抹茶茶碗　口径12×高さ9cm（穴窯用もぐさ土）
［感想］想像以上の味わい深さと個性ある表情で、念願だった人生
初の薪窯焼成作品に大満足しております。我が家の宝物です。本
来なら窯詰め、窯出しの体験をするのが理想でしたが、遠くにい
てもこのように参加できたこと嬉しく思います。ありがとうござ
いました。

南　眞弓　64歳（埼玉県）

湯呑　口径7×高さ6.5cm
［感想］地元の公民館の陶芸サークルに入って約10年になります。
普段は電気窯なので、薪窯焼成は憧れでした。今回のイベント記
事を見て薪窯に初挑戦しましたが、参加してよかったです。焼き
上がりにはとても満足しています。次回もあれば参加したいです。

橋本佳美　（東京都）

ぐい呑　左）口径8×高さ4.5cm　右）口径7.5×高さ5cm（備前土）

①　耐水ペーパーは目の粗い
ものから仕上げ用の細かいも
のまで、2、3種用意しておく
とよい。砥石も同様。

②　作品全体が浸るまで水を
入れ、しばらく付け置きする。

③　布を敷いた上に作品を載
せる。砥石を水に濡らしてか
ら、目立てが付いた部分だけ
をピンポイントで擦る。力を
入れ過ぎずやさしく擦る。

⑤　時々、手で触って凹凸
面が残っていないかを確か
める。擦り過ぎるとせっか
くの灰が薄くなってしまう
ので、加減しながら自分好
みに仕上げる。

④　いったん水の中に入れ、汚
れを流してから手で触れて確
認する。汚れが付いたまま擦る
と汚れでキズが付くことがあ
るで水で必ず洗い、汚れを取る。

、
⑤　器内や口縁は耐水ペー
パーの方が擦りやすい。

薪
窯
作
品
の
仕
上
げ
「
砥
石
が
け
」

薪
窯
焼
成
は
通
常
よ
り
も
長
時
間
焼
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
電
気
窯
焼
成

時
と
同
じ
土
で
は
へ
た
っ
た
り
亀
裂
が

入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
薪
窯
焼
成
の

場
合
、
信
楽
の
白
土
系
を
10
〜
20
％
混

ぜ
た
り
、
普
段
の
成
形
時
よ
り
や
や
厚

め
に
作
る
と
へ
た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
薪
窯
焼
成
は
焼
成
グ
ラ
フ
を
見
て
、

そ
の
上
昇
ラ
イ
ン
に
合
っ
た
土
で
、
合
っ

た
場
所
に
窯
詰
め
す
る
こ
と
で
初
め
て

気
に
入
っ
た
作
品
を
焼
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
自
然
の
摂
理
に
合
っ

た
焼
き
方
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
現
在
は
そ
れ
を
無
視
し
、
一
方
的
に

「
こ
の
土
は
１
２
５
０
℃
で
。
こ
れ
は

１
２
３
０
℃
で
釉
薬
を
掛
け
れ
ば
、
こ

う
い
う
風
に
焼
け
る
は
ず
」
と
人
間
の

思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が

今
の
陶
芸
の
多
く
で
す
。

　
今
回
の
陶
遊
の
参
加
者
の
多
く
が
、

こ
の
地
下
式
穴
窯
で
焼
く
の
は
初
め
て

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
感
想
の
中
に
想

像
し
た
焼
き
上
が
り
で
は
な
く
、
残
念

だ
っ
た
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
が
、
窯

の
特
性
や
、
ま
し
て
焼
成
グ
ラ
フ
も
わ

か
ら
な
い
中
で
満
足
い
く
作
品
を
焼
く

こ
と
は
奇
跡
に
近
い
こ
と
で
す
。
電
気

窯
焼
成
で
慣
れ
て
き
た
人
が
、
同
じ
土

で
薪
窯
で
焼
い
て
も
思
い
描
く
よ
う
な

作
品
に
な
る
の
は
か
な
り
難
し
い
で
す
。

　
今
回
の
薪
窯
体
験
を
参
考
に
し
て
、

次
回
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ

い
。
窯
に
合
っ
た
土
を
選
び
、
窯
詰
め

に
あ
っ
た
場
所
に
置
け
ば
、
今
回
よ
り

も
一
歩
進
歩
し
た
作
品
が
焼
け
る
は
ず

で
す
。
そ
の
と
き
は
、
窯
の
神
様
も
き
っ

と
あ
な
た
の
作
品
に
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。


